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サブテーマ １

高精度統合型モデルの開発















サブテーマ ２а

汎用シナリオ整備とメカニズム解明

















サブテーマ ２b

台風等極端事象の高解像度ダウンス
ケーリングシミュレーション













サブテーマ ３

高精度気候モデル及び

評価結果のアジア・太平洋諸国への
展開と国際貢献













中間評価までの目標・
成果・科学的意義

最終目標 研究内容の水準 社会貢献

サブ１

TSE‐C の開発、新モデル開発
 雛形の完成

 大気と海洋が整合した将
来変化の評価が可能とな
る。

開発したモデル・システ
ムによる将来予測評価
を見極める。

高解像度モデルで地
域的な気候予測精度
を向上させるための
新しい試み

統合P 後、d4PDFに代

わる、海洋を含む、新
しい温暖化予測情報
を提供

サブ２a

現温暖化予測プロダクトのパ
フォーマンスとメカニズム解析

 世界各地と梅雨・台風の将
来予測評価

 極端降水システムの理解

メカニズムの理解と不確
実性を評価した気候シ
ナリオの創出。

極端気象再現性が高
い大気全球・領域高
解像度気候モデルで
予測

温暖化レポートと

気候シナリオプロダク
トの作成並びに公表

サブ２b

台風の精緻な再現と温暖化時
の台風特性変化の評価

 海洋結合の評価と多数ア
ンサンブルによる日本付近
の将来変化の評価

 モデルによる台風の強度
再現に必要な要件として海
洋の役割を明かにした。

1) 環境場に対する台風
強度の感度の理解、
2) ダウンスケーリング実

験による高解像度の台
風のデータセットの整備、
3) 台風の将来変化が中

緯度地域に与える影響
の解明

台風の発達メカニズ
ム解明と温暖化に対
する影響を大気海洋
の精緻なモデルでア
プローチする。

日本周辺域における
台風に関連した温暖
化予測情報の信頼性
の向上

サブ３

国際貢献、国際温暖化予測研
究への参加

 東南アジア、パナマ等で実
績

 領域モデルの標準化

日本の気候モデルのプ
レゼンスの強化、日本
付近の温暖化予測精度
の向上

開発した領域気候モ
デルによる計算出力
が実用に耐えうる水
準にある。

領域気候モデル
NHRCM がd4PDF や

世界の国々で活用さ
れている。



成果発表 (2017～2018年度)
a. 論文発表 73 件 (投稿中・査読論文を含む)
b. その他著作 7 件
c. 学会発表 126 件 (ポスター発表を含む)
d. 広報活動 100 件

地球シミュレータ
a. 279万ノード時間割り当ての内 95% 消化 (2019年3月4日時点、 2018年度分)

会合等
a. 運営委員会 各年 2 回
b. 気候ダウンスケーリング研究国際ワークショップ 2017年 10月2日～4日 つくば
c. C/D 連携研究会 2017年12月 1日 京大防災研
d. d4PDF ユーザ研究会合 2018年10月10日 気象研
e. C/D 連携研究会 2018年10月11日 気象研

共同研究
a. 米国 NASA ジェット推進研究所(JPL)： 境界層スキームの開発
b. インド CSIR Fourth Paradigm Institute：MRI‐AGCM によるインドモンスーン研究
c. マレーシアKebangsaan 大学他 3 機関： NHRCMによる現在気候再現・将来予測




